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算数科学習指導案 

柏原市立柏原東小学校 

  指導者 山本 沙弥香 

１.学年・組     第 1学年 1組（21名） 

２.単元名   「どんなけいさんになるのかな」（東京書籍） 

３.単元目標 

 ・適切な立式をして、問題を解決することができる。（知識・技能） 

・さし絵から加法や減法の場面を見いだしたり、言葉に注目して場面を考えたりして問題をつくり、説明す

ることができる。（思考・判断・表現） 

 ・単元の学習で考えた過程や結果を振り返り、その良さや楽しさを感じ、今後の学習に活用しようとする態 

度を育てる。（学びに向かう力、人間性等） 

 

４.研究主題における本時の指導にあたって 

 本単元は、加法及び減法が用いられる場面を立式し解決することを通して、演算を決定する能力を伸ばすこ

とをねらいとしている。 

本学級の児童は、1 学期からブロックやさし絵などを使って式を言葉で説明する活動を行ってきた。7 月に

行ったアンケートでは、「算数のお勉強で問題を考えたり答えたりするのは好きですか」の項目で多くの児童

が好きだと答えている。また、「算数のお勉強で図や式、言葉などを使って自分の考えを書こうとしています

か」の項目でも多くの児童が書いていると答えており、学習に意欲的に取り組んでいる姿がみられる。 

本校の算数科における研究テーマ「自分の考えを持ち、伝え合う中で、自分の考えを広げ、深める授業の研

究」に照らして、繰り上がりのある加法及び繰り下がりのある減法の学習では、「１０といくつ」という数の

見方に着目して、ブロックを使って答えを求めたり、さくらんぼとピーナツを書いて計算したりして習熟を図

ったが、混乱する児童もいた。１０のまとまりの歌を歌ったり、児童がミニ先生になって説明する活動を取り

入れたりして、その都度、教師が子どもたち一人ひとりの苦手に向き合ってきた。 

本単元では、さし絵から加法や減法の場面を見いだし、みんなで（加法）、どちらがおおい（減法）など立

式の根拠となる言葉に注目して問題づくりに取り組み、立式の根拠を言葉で説明する活動を通して演算を決

定する能力を伸ばしたい。さらに、子どもたちの理解を深めるために、場面を図に表す活動も取り入れ、今後

の学習につなげたい。 

本時では、さし絵から場面をとらえ、問題づくりに取り組む。子どもたちが学習の見通しをもって問題づく

りに取り組むことができるように授業を進めたい。 

 

５.単元の指導計画（全３時間） 

次 時 主な学習内容 

１ 

１ 問題文から立式し、根拠を説明する。 

２ さし絵から場面をとらえ、問題づくりを行う。（本時） 

３ 前時でつくった問題を発表し合う。 

立式して答えを求め、根拠を説明し合う。 
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６.本時の学習について（２／３時間目） 

（１）目標 

・適切な立式をして問題を解決することができる。 

・さし絵から場面をとらえ、問題をつくることができる。 

（２）展開 

（３）本時における評価の判断基準 

 

主な学習内容・活動 研究主題にせまるための手立て 評価規準・（評価方法） 

１．問題文を読み、場面を確認

する。 

 

 

 

 

 

２．立式し、答えを求める。 

 

 

 

３．さし絵を見て、問題をつく

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．交流し、学習を振り返る。 

〇問題文を読み、不足している言葉や数を

考え、問題文を完成させるように促す。 

〇図に表すようにする。 

おとなのぺんぎん １２わ 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

こどものぺんぎん  ５わ 

〇〇〇〇〇 

〇問題文にある「どちらが」という言葉や

図を基に立式し、答えを求めるように伝

えるようにする。さらに、立式の根拠を

説明できるように促す。 

 

 

 

 

〇動物の絵が複数あるため、どの動物の絵

を見て問題づくりに取り組むのか確認す

るようにする。 

〇みんなで（加法）、どちらがおおい（減法）

など立式の根拠となる言葉を確認するこ

とで、問題をつくりやすいようにする。 

〇友だちがつくった問題文を紹介し、立式

の根拠となる言葉の確認、立式、答えを求

める活動を行った後、自分がつくった問

題文を見直し、学習の意欲を高めるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・適切な立式をして問題を

解決している。【知・技】 

（ノート記述・観察・発表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・さし絵から場面をとら

え、問題をつくってい

る。【思・判・表】 

（ノート記述・観察・発表） 

十分満足できる姿（A） おおむね満足できる姿（B） 支援を要する児童（C）への手立て 

・さし絵から場面をとらえ、問題

をつくり、立式することがで

きている。 

・立式の根拠を説明することが

できている。 

・さし絵から場面をとらえ、問題

をつくることができている。 

・さし絵から場面をとらえ、必要な

言葉や数を確認し、問題をつくる

ことができるように支援する。 

おとなの ぺんぎんと 

こどもの ぺんぎんでは、 

どちらが なんわ  

おおいですか。 

○めえをみて、たしざんや ひきざんの 

もんだいを つくろう。 

 

 



3 

 

算数科学習指導案 

柏原市立柏原東小学校 

指導者  坂口 貴大 

１.学年・組     第１学年２組（２１名） 

２.単元名   「どんなけいさんになるのかな？」（東京書籍） 

３.単元目標 

 ・適切な立式をして、問題を解決することができるようにする。（知識・技能） 

・さし絵から加法や減法の場面を見いだしたり、言葉に注目して場面を考えたりして問題をつくり、説明

することができるようにする。（思考・判断・表現） 

 ・単元の学習で考えた過程や結果を振り返り、その良さや楽しさを感じ、今後の学習に活用しようとする 

態度を育てる。（学びに向かう力、人間性等） 

４.研究主題における本時の指導にあたって 

 本単元は、既習の加法及び減法が用いられる場合を式にしたり、問題を解決することを通して、演算を決

定する能力を伸ばすものである。 

 児童はこれまでに、２つの集合要素を１対１に対応させ、その要素の数の大小などを判別する学習をして

きた。また加法については合併や増加の場合を、減法については求残や求補、求差の場合を学習してきてい

る。その意味と２０までの数範囲における繰り上がり、繰り下がりなしの加減計算の仕方を学習している。

これらの具体的場面を通して、加法や減法を具体物や半具体物の操作によって定義し、その意味を理解して

きた。 

本単元では、順序数を含む加減法、異種の数量を含む加減法、求大（～より多い）や求小（～より少ない）

を取り上げ、これまでに学習してきた加法や減法の用いられる場面とその意味を広げ、理解を深めることを

ねらいとしている。これまでの学習を基に、順序数を含む加減法、異種の数量を含む加減法、求大や求小の

場面を式に表して問題を解決したり、逆に図を用いることで式を読み取って場面を言葉で表現したりできる

ようにする。 

本学級の児童は、１学期から算数ブロックを用いて図に表す活動を行ってきた。７月に行ったアンケート

では、「算数のお勉強で、図・式・言葉などを使って、工夫して自分の考えを友だちや先生に伝えていますか。」

「算数のお勉強で、図・式・言葉などを使って、まとめたり発表したりしていますか。」の項目で、ほとんど

の児童が肯定的な回答であった。 

本校の算数科における研究テーマ「自分の考えを伝え合い、自分の考えを自ら深める授業の研究」に照ら

して本単元では、加法、減法が用いられる具体的な場面を式に表すこととあわせて、問題場面を図に表し、

その図を基に立式したり、立式の根拠を図で説明したりする活動を通して理解を深めていきたい。 

本時では、問題文を確認しながら図に表すようにする。見通しをもち、安心して学習に取り組むことで、

自分の考えを友だちに伝えられるようにする。また、練習問題や問題作りを通して、自分の考えを深められ

るようにしたいと考えている。 

５.単元の指導計画（全３時間） 

次 時 主な学習内容 

１ 

１ 問題文から立式し、根拠を説明する。（本時） 

２ さし絵から場面をとらえ、問題づくりを行う。 

３ 前時でつくった問題を発表し合う。 

立式して答えを求め、根拠を説明し合う。 
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６.本時の学習について（１／３時間目） 

（１）目標 

  数や言葉に着目し、立式の根拠を明らかにして、加法・減法を適用し問題を解決することができる。 

 

（２）展開 

 

（３）本時における評価の判断基準 

 

  

主な学習内容・活動 研究主題にせまるための手立て 評価規準・（評価方法） 

１．絵を見て、どんな場面か話

し合いをする。 

２．絵の中の文を読み、場面を

確認する。 

 

 

 

 

３．問題➀を読み、不足してい

る言葉や数を考え、問題を

完成させる。 

 

 

 

 

４．立式し、どうしてそう考え

たのか説明する。 

 

 

５．問題②～③をする。 

 

 

６．振り返りをする。 

 

 

 

 

〇問題を読み不足している言葉や数を考え

るように促す。 

  ・おす ７とう 

  ・めす ４とう 

〇「おすのかずは７とう」と確認する。 

・おす ７とう 〇〇〇〇〇〇〇 

・めす ４とう ▽▽▽▽ 

〇立式の根拠になる言葉を確認する。 

 「あわせると～」「みんなで～」 

・あわせて○○○○○○○○▽▽▽▽ 

〇図を見ながら、「らいおんはみんなで 

１１とう」と答えを確認することによ

り、立式しやすいようにする。 

 

〇➀と同様に立式の根拠となる言葉に注目

する。 

 ・②でると、なんわになる（減法） 

 ・③のぼると、なんとうになる（加法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・合併の場合について、

図や式に表し、考えを

表現している。 

【思・判・表】      

(ノート記述・観察・発表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・既習事項を活用して、ど

のような式で解決すれ

ばよいかを考えようと

している。 

【態度】 

(ノート記述・観察・発表） 

十分満足できる姿（A） おおむね満足できる姿（B） 支援を要する児童（C）への手立て 

・立式の根拠を説明することが

できる。 

・計算の仕方を言葉、図などを

用いて、聞く人に分かりやす

く説明している。 

・立式ができる。 

・計算の仕方を考え、操作

や言葉などを用いて説明

している。 

・既習事項を掲示したものや、言葉に

注目するように声掛けをする。 

・計算の仕方を操作や言葉などで表現

できるように、表し方のヒントを示

し、助言する。 

おすとめすをあわせる

と、らいおんは みんなで

なんとうになりますか。 

○め  どんな けいさんになるのかな 
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算数科学習指導案 

柏原市立柏原東小学校 

指導者   堀 武司 

 

１.学年・組     第２学年１組（２２名） 

２.単元名   「九九をつくろう」（東京書籍） 

３.単元目標 

 ・乗法九九について知り、情報に関して成り立つ性質の理解を確実にするとともに、乗法を用いられる場 

面を絵や図、言葉、式で表したり、乗法九九を構成し確実に唱えたりすることができる。（知識・技能） 

 

・数量関係に着目し、乗法九九について成り立つ性質やきまりを用いて乗法九九の構成の仕方を考え、表

現することができる。（思考・判断・表現） 

 

・数学的に表現・処理したことを振り返り、数学的な処理や乗法について成り立つ性質やきまりを用いる

良さに気付き、今後の日常生活や学習に活かそうとしている。（学びに向かう力、人間性等） 

 

４.研究主題における本時の指導にあたって 

 本単元では、乗法の意味について理解を深め計算の仕方を考えたり乗法に関して成り立つ性質やきまりを

見出したりする力を養うとともに、計算方法などを数学的表現を用いて考えた過程を振り返り、その良さ 

に気づき今後の生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

本学級の児童は、算数の問題解決において自分の考えを他者に分かるように伝えるということを意識し、 

交流活動を取り入れてきた。自分の考えをわかりやすく伝えるためには、図や式、言葉などを関連させなが

ら表現する力を身につけることが大切である。児童が学習活動ツールとなるロイロノートを活用するため

に、操作方法、機能の習熟とともに「図・式・言葉」を使って、自分の考えを説明する力を育んできた。 

本校の算数科における研究テーマ「自分の考えを持ち、伝え合う中で、自分の考えを広げ、深める授業の 

研究」として、「言葉・式・図のつながり」を意識して児童が自分の考えを可視化し、伝え合えるよう問題解

決型の授業とした。既習内容を基に児童がＩＣＴを活用して、アレイ図への書き込みや式で思考を可視化し

問題解決することで、他者との考えとの比較や多様な考えの共有を活発にしていきたいと考える。主体的で

対話的な算数授業で「深い学び」をつくり出していける授業の実現をめざしたい。 

 

５.単元の指導計画（全１４時間） 

次 時 主な学習内容 

１ 
１～８ ６～９の段の九九の構成（各段の暗唱と適応問題） 

９ １の段の九九の構成（１段の暗唱と適応問題） 

２ １０～１１ 九九の表ときまり（九九の表を見直し、九九の性質やきまりをまとめる） 

４ １２ 倍を用いた問題解決 

５ 
１３ 九九を活用したものの数の求め方 （本時） 

１４ 問題作り（身の周りの九九）  
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６.本時の学習について（１３／１４時間目） 

（１）目標 

・乗法の九九を総合的に活用して、ものの数の求めることができる。 

・自分の考えを図や式で表し、言葉で説明することができる。 

（２）展開 

 

（３）本時における評価の判断基準 

 

 

 

主な学習内容・活動 研究主題にせまるための手立て 評価規準・（評価方法） 

１.図を見て、問題をと

らえ、問題解決の見通

しをもつ。 

 

 

２.●の数を求める方法

を考える。（個人思

考）端末上で操作（囲

む、移動させる、描き

加える）して考え、立

式する。 

 

 

 

 

３.考えを話し合う。 

 （全体共有） 

４.話し合いをまとめ、

振り返る。 

 

 

〇既習の乗法九九を活用できるように、同じ数の

まとまりに着目して考えるとよさそうだという

見通しがもてるように声掛けをする。 

 

 

〇ICTを活用し、●を線で囲んだり、矢印や数を 

書きこませるたりすることで、視覚的に表現さ

せ、自分の考えをもとめられるように促す。 

 

 

 

〇様々な考え方の共通点を考えることで、同じ数

のまとまりに着目していることをおさえる。 

〇いろいろな考えを比較、検討し、乗法を用いた

処理のよさについてまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

・アレイ図に囲みや数を書

き込み、一つのまとまり

が何個であるのかを明

らかにしながら、立式す

ることができる。 

【思・判・表】 

  （観察・ロイロノート） 

 

・自分の考え方について、

図や言葉を用いながら、

順序立てて説明するこ

とができる。 

【思・判・表】 

  （ロイロノート・発表） 

 

・友だちの考えと自分の考

えを比較し、数学的な処

理のよさに気付いてい

る。【態度】 

（ふり返り） 

十分満足できる姿（A） おおむね満足できる姿（B） 支援を要する児童（C）への手立て 

・アレイ図を使った九九の構成の

仕方や、乗法が用いられる場面

について理解し、乗法をもとに

問題を解き、自分の言葉で説明

することができている。 

・アレイ図を使った九九の構 

成の仕方や、乗法が用いら 

れる場面について理解し、 

乗法をもとに問題を解いて

いる。 

・同じ数のまとまりに気付かせ、●

を囲む作業に取り組ませる。ま

た、同じ数がいくつあるのかを確

認させ立式につなげる。 

○め●の数を計算でもとめる方ほうを考えよう。 

同じ数ずつ囲む 分けて足す 移動する 補ってひく 

図を２つないで 
半分にする。 
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算数科学習指導案 

柏原市立柏原東小学校 

     指導者  植木 将太 

 

１.学年・組     第２学年２組（２２名） 

２.単元名   「九九をつくろう」（東京書籍） 

３.単元目標 

 ・乗法九九に関して成り立つ性質を理解し、確実に暗唱するとともに、乗法を用いられる場面を絵や図、 

言葉、式で表すことができる。（知識・技能） 

・数量関係に着目し、乗法九九について成り立つ性質やきまりを用いて乗法九九の構成の仕方を考え、表

現することができる。（思考・判断・表現） 

・数学的に表現・処理したことを振り返り、数学的な処理や乗法九九について成り立つ性質やきまりを用いるよさに

気付き、今後の生活や学習に活かそうとしている。（学びに向かう力、人間性等） 

 

４.研究主題における本時の指導にあたって 

  本単元では、前単元で学習をした５、２、３、４の段の九九の上に６、７、８、９、１の段の九九につ

いて学び、九九表を完成できるようにする。その中で、数量関係に着目し、日常の数を捉えるときに乗法

について成り立つ性質のきまりを用いることのよさについて実感できる単元である。 

本学級の児童は、算数科において意欲的に学習に参加し、自分の意見を発表する児童が多い。この乗法

九九の学習においても必死に九九を暗唱しようとする姿が想像できる。しかし、学習の本質は、九九を覚

えることではなく「かけ算」を自分の生活で使い、自分の生活をよりよくしていくことにあると考える。

そこで学習の章末には九九作りの学習を設定した。 

本校の算数科における研究テーマ「自分の考えを伝え合い、自分の考えを自ら深める授業の研究」の実

現に向けてもこの九九作りは効果的であると考える。前時に一つのまとまりが何個を表しているかを学習

した児童は、自分の身の周りから類似する事例を考える。その際、「言葉・式・図」をスパイラル的に捉え

られるようにしたい。この九九作りの学習をすることで、一度一般化された学習内容をもう一度具体的に

捉えなおし、学びの再構築につなげたい。 

 

５.単元の指導計画（全１４時間） 

次 時 主な学習内容 

１ 
１～８ ６～９の段の九九の構成（各段の暗唱と適応問段） 

９ １の段の九九の構成（１段の暗唱と適応問段） 

２ １０～１１ 九九の表ときまり（九九の表を見直し、九九の性質やきまりをまとめる） 

４ １２ 倍を用いた問題解決 

５ 
１３ 九九を活用したものの数の求め方  

１４ 九九作り（身の周りの九九） （本時） 
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６.本時の学習について（１４／１４時間目） 

（１）目標 

数の求め方を乗法九九を用いて、解決できるように工夫して考え、図や言葉、式のつながりを意識しなが

ら説明することができる。 

 

（２）展開 

（３）本時における評価の判断基準 

 

主な学習内容・活動 研究主題にせまるための手立て 評価規準・（評価方法） 

１.前時の学習を振り返り、

本時の学習に見通しをも

つ。 

 

 

２.自分が撮影した写真資料

をもとに数の求め方を考

える。（個人追及） 

 

 

 

 

３.グループで自分の考えを

伝え交流する。 

 

 

 

 

 

４.グループ発表をふまえ、

考えを発表する。 

 

 

５.交流や発表を振り返る。 

〇既習事項を身の周りの事例に活用できるよ

うに、写真資料を提示することで見通しが

もてるようにうながす。 

 

 

〇ICTを活用し、線で囲んだり、矢印や数を 

書きこんだりすることで、視覚的に表現さ

せ、自分の考えをまとめるようにする。 

 

 

 

 

〇友だちのアドバイスをもとに、自分のノー

トに加筆修正して、自分の考えをさらに深

められるようにする。（新たに作成する。） 

 

 

 

 

〇言葉や図、式を意識して発表できるように

声掛けをする。 

〇ICTを活用することで視覚的に、「言葉・

式・図」のつながりを捉えやすくする。 

 

 

 

 

 

 

 

・写真資料に図や矢印、言

葉を書き込み、一つのま

とまりが何個であるの

かを明らかにしながら

立式することができる。 

 【思考・判断・表現】 

（タブレット・観察） 

 

 

 

・友だちのアドバイスを聞

き、加筆修正するなど、 

 自分の考えを深めるこ

とができる。 

 【思考・判断・表現】 

（タブレット・観察） 

 

 

 

 

 

 

・交流を通して、九九を用

いた処理のよさに気付

いている。【態度】 

十分満足できる姿（A） おおむね満足できる姿（B） 支援を要する児童（C）への手立て 

・身の周りの事例から九九の構成

の仕方や、乗法が用いられる場

面について考え、言葉・図・式

のつながりを考え説明してい

る。 

・身の周りの事例から九九の構

成の仕方や、乗法が用いられ

る場面について考えている。 

・同じ数のまとまりに気付かせ、

線で囲む作業に取り組ませる。

また、同じ数がいくつあるのか

を確認させ立式につなげる。 

○め言葉・式・図をもとに身の周りの九九大辞典をつくろう。 
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算数科学習指導案 

柏原市立柏原東小学校 

指 導 者  金  将 貴 

１.学年・組     第３学年１組（２４名） 

２.単元名   「□を使って場面を式に表そう」（東京書籍） 

３.単元目標 

 ・数量の関係を表す式に未知の数量を表す□を用いることを理解し、それらを活用して問題場面を式や図

に表したり、式の意味を読み取って問題場面を考え、□にあてはまる数の調べ方を理解したりすること

ができる。（知識・技能） 

・数量の関係や問題場面に着目し、数量の関係を式や図を用いて簡潔に表したり、式と図を関連付けて読

み取ったりすることを通して、未知の数量を表す□を用いた式や□にあてはまる数の調べ方について考

え、説明することができる。（思考・判断・表現） 

 ・未知の数量を□を用いて表すことで、問題場面を式や図に表せることのよさを振り返り、数理的な処理

のよさに気づき、今後の生活や学習に活用しようとしている。（学びに向かう力、人間性等） 

 

４.研究主題における本時の指導にあたって 

 本単元で扱う□などの記号は、未知の数量を表す場合と変量を表す場合とに大きく分けられる。本単元に

関わって、第２学年では、全体と部分のいずれかが未知数となる問題を□を用いてテープ図に表すことや逆

思考の問題場面を答えを求める式に表し、計算して求める方法を学習している。第３学年では、未知数を□

で表すことで、お話の文脈通りに式に表すことができるよさに気づかせ、式は場面を表すものでもあるとい

う式に対する見方を広げ、□にあてはまる数の調べ方を理解し、式や図を関連付けて説明することをねらい

とする。また、未知の数量を□を用いて式や図に表すことで、数理的な処理のよさに気づき、今後の生活や

学習に活用しようとする態度を養うこともねらいとする。 

本学級の児童は、自分の考えを伝えるために“図と式のつながり”“式の数が何を表すか”をかくことがで

きるようにと取り組み、ノートだけでなく宿題や単元テストなどでも表現する姿が見られるようになってき

た。ただ、７月のアンケートでは「算数の授業で言葉・式・図を使って自分の考えを先生や友だちに伝えて

いますか。」の問いに対し、「いつも・たまに」と答える児童は６７％にとどまり、言葉・式・図に表現して

も説明できることへとつながっていないのが現状である。 

そこで、本校の算数科における研究テーマ「自分の考えを持ち、伝え合う中で、自分の考えを広げ、深め

る授業の研究～言葉・式・図のつながりをかけるようにしよう～」に照らして、本時では、未知数を□を用

いて文脈の通りに式に表し、□にあてはまる数の求め方を説明することができることを目標とすることで、

言葉・式・図を用い、そのつながりを意識した説明ができるようにしていきたい。 

 

５.単元の指導計画（全５時間） 

次 時 主な学習内容 

１ 

１ 数量の関係や場面に着目し、□を用いた式の表し方を考える。 

２ 加法や減法の場面を□を用いて式に表し、□の求め方を考える。（ａ＋□＝ｂ、□－ａ＝ｂ） 

３ 乗法や除法の場面を□を用いて式に表し、□の求め方を考える。（□×ａ＝ｂ、□÷ａ＝ｂ） 

４ 除法の場面を□を用いて式に表し、□の求め方を考える。（ａ÷□＝ｂ）（本時） 

２ ５ 学習のまとめをし、振り返る。 
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６.本時の学習について（４／５時間目） 

（１）目標 

未知数を□を用いて文脈通りに式に表し、□にあてはまる数の求め方を説明することができる。 

（２）展開 

（３）本時における評価の判断基準 

 

主な学習内容・活動 研究主題にせまるための手立て 評価規準・（評価方法） 

１．問題文を読み、場面を確認する。 

 

 

 

２．□を使って、お話に合う式をかく。 

 

 

 

３．めあてをつかみ、見通しをもつ。 

 

 

 

４．自力解決をする。 

(a)□に数をあてはめて、答えを求める。 

３２÷２＝８…× ３２÷３＝８…× 

３２÷４＝８…○ 

(b)図を使って、式で求める。 

  
□は３２cmを８人に分けているから、 

 □＝３２÷８  □＝４ 

５．□の見つけ方を交流する。 

 

６．本時の学習内容をまとめる。 

 

７．適用問題を解き、学習を振り返る。 

  

 

 

 

 

○分からない数が何であるかを考え

るよう伝える。 

○必要に応じて、図や言葉の式を基

に表す方法を考えるように促す。 

○既習事項を想起するように促す。 

（図を用いる、数をあてはめる） 

 

 

 

 

 

 

○式と図を関連付けて説明するよう

に促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・未知数を□を用いて、

文脈通りに式に表すこ

とができている。 

【知・技】 

（ノート） 

 

 

 

 

・□にあてはまる数を求め

ることができている。 

【知・技】 

（ノート・発言） 

 

 

 

 

 

・図や式を使って、あては

まる数の求め方を説明す

ることができている。 

【思・判・表】 

（ノート・行動観察） 

十分満足できる姿（A） おおむね満足できる姿（B） 支援を要する児童（C）への手立て 

・□を用いて文脈通りに式に表

し、□にあてはまる数の見つ

け方を図や式を使って、説明

することができている。 

・□を用いて文脈通りに式に表

し、□にあてはまる数の見つ

け方を図や式を使って求める

ことできている。 

・既習事項を想起するよう促す。 

・図でどこを求めるか確認する。 

・交流の際に、見つけ方の手順や

仕組みを板書する。 

３２㎝のテープを同じ長さずつ分けたら、８人に分けられ

ました。 

○め□にあてはまる数の見つけ方を説明しよう。 

○ま□にあてはまる数は、数をあて

はめたり、図にかいたりすると

見つけることができる。 

32㎝ 
□㎝ 
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算数科学習指導案 

柏原市立柏原東小学校 

指導者 大下 真以子 

１.学年・組     第３学年２組（２４名） 

２.単元名   「□を使って場面を式に表そう」（東京書籍） 

３.単元目標 

・数量の関係を表す式に未知の数量を表す□を用いることを理解し、それらを活用して問題場面を式や図 

に表したり、式の意味を読み取って問題場面を考え、□にあてはまる数の調べ方を理解することができ

る。（知識・技能） 

・数量の関係や問題場面に着目し、数量の関係を式や図を用いて簡潔に表したり、式と図を関連付けて読 

み取ったりすることを通して未知の数量を表す□を用いた式について考え、説明することができる。 

（思考・判断・表現） 

・未知の数量を□を用いて表すことで、問題場面を式や図に表せることのよさを振り返り、数理的な処理 

のよさに気づき今後の生活や学習に活用しようとしている。（学びに向かう力、人間性） 

 

４.研究主題における本時の指導にあたって 

 本単元は、問題文の文脈に沿って□を用いて式に表し、□にあてはまる数の求め方を考えていく。本単元

に関わって、第２学年では、全体と部分のいずれかが未知数となる問題を□を用いてテープ図に表すことや

逆思考の問題場面を求答の形式で式に表し、計算して答えを求める方法を学習している。第３学年では、未

知数を□で表すことで、お話の文脈通りに式に表すことができるよさに気づかせ、式は場面を表すものでも

あるという式に対する見方を広げ、□にあてはまる数の調べ方を理解し、式や図を関連付けて説明すること

をねらいとする。また、未知の数量を□を用いて式や図に表すことで、数理的な処理のよさに気づき、今後

の生活や学習に活用しようとする態度を養うこともねらいとする。 

本学級の児童は、これまで自分の考えを言葉・式・図を使ってノートに表現することに取り組んできた。

７月に行った算数アンケートでも、「算数の授業で言葉・式・図を使って自分の考えを書こうとしています

か」の問いに対し、「いつも・たまに」と答えた児童が８３％であった。しかし、２割の児童は「書いたこと

がない・たまに書く」と答えた。図や式、言葉を使って考えを書くことを苦手とする児童がいることも頭に

入れた授業を考えたい。 

本校の算数科における研究テーマ「自分の考えを持ち、伝え合う中で、自分の考えを広げ、深める授業の

研究～言葉・式・図のつながりをかけるようにしよう～」に照らして、本時では、未知数を□を用いて文脈

の通りに式に表し、□にあてはまる数の求め方を説明することができることを目標とすることで、言葉・

式・図を用い、そのつながりを意識した説明ができるようにしていきたい。 

 

５.単元の指導計画（全５時間） 

次 時 主な学習内容 

１ 

１ ・数量の関係や場面に着目し、□を用いた式の表し方を考える。 

２ ・加法や減法の場面を□を用いて式に表し、□の求め方を考える。（ａ＋□＝ｂ、□－ａ＝ｂ）（本時） 

３ ・乗法や除法の場面を□を用いて式に表し、□の求め方を考える。（□×ａ＝ｂ、□÷ａ＝ｂ） 

４ ・除法の場面を□を用いて式に表し、□の求め方を考える。（ａ÷□＝ｂ） 

２ ５ ・学習のまとめをし、振り返る。 
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６.本時の学習について（２／４時間目） 

（１）目標 

  未知数を□として文脈通りの式に表し、その□に当てはる数の求め方を説明することができる。 

 

（２）展開 

（３）本時における評価の判断基準 

 

主な学習内容・活動 研究主題にせまるための手立て 評価規準・（評価方法） 

１．前時の学習をふりかえり、本時

の問題を把握する。 

 

 

 

２．□を使って、お話のとおりの式

をノートに書く。 

 

３．本時のめあてを知る。 

 

 

４．自力解決をする。 

（a）□に数をあてはめて求める。 

    ３８＋１２＝５０ 

（b）図を使って、逆算で求める。 

５０－３８＝１２ 

 

５．□の見つけ方を交流する。 

 

 

６．本時の学習内容をまとめる。 

 

７．適用問題を解き、学習を振り返

る。 

〇既習内容を確かめ、本時の問題へと

つなげる。 

 

 

 

〇必要に応じ、図や言葉の式を基にし

て立式するように促す。 

 

 

 

 

 

 

 

〇図や式、言葉を使って、どのように

考えたかがわかるようノートに記す

ように促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・未知数を□を用いて、

文脈の通りに式に表す

ことができている。 

【知・技】 

（ノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・□にあてはまる数を式

または図を使って説明

することができている 

【思・判・表】 

（ノート・行動観察） 

十分満足できる姿（A） おおむね満足できる姿（B） 支援を要する児童（C）への手立て 

・□を用いて文脈の通りに立式

し、□にあてはまる数を式, 

または図を使って２つ以上の

方法で説明することができて

いる。 

・□を用いて文脈の通りに立式

し、□にあてはまる数を式, 

または図を使って説明するこ

とができている。 

・立式の手立てとなるテープ図の

カードをいくつか用意し、その

中から自分に合ったもの選ばせ

るようにする。 

○め□にあてはまる数の求め方をせつ明しよう。 

学級文庫に、本が３８さつあります。新しい本を何さつ買いました。本は全部で５０さつに

なりました。 

○ま□にあてはまる数は、数をあて

はめたり、図にかいたりすると

見つけることができる。 
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算数科学習指導案 

柏原市立柏原東小学校 

指導者 秋末 勇治 

 

１.学年・組   第４学年１組（２３名） 

 

２.単元名   変わり方に注目して調べよう （東京書籍） 

 

３.単元目標 

 ・伴って変わる２つの数量の関係を、表を用いて調べ、その関係を式に表すことができる。（知識・技能） 

 ・伴って変わる２つの数量を見いだして、表や式を用いて変化や対応の特徴を考察することができる。 

（思考・判断・表現） 

 ・式に簡潔に表し、表で調べることの良さを振り返り、今後の生活や学習に活用しようとしている。 

（学びに向かう力、人間性等）                                   

 

４.研究主題における本時の指導にあたって 

 本単元は、表や式を用いて、伴って変わる２つの数量の変化の様子を表したり、変化の特徴を読み取った

りすることができるようにし、伴って変わる２つの数量を見いだしてそれらの関係に着目し、表や式を用い

て変化や対応の特徴を考察する力をのばすことをねらいとしている。また、２つの数量の変化について考察

した過程を振り返り、その良さに気付き今後の生活や学習に活用しようとする態度を養うことをねらいとし

ている。 

「図や式を使って自分の考えを書いていますか」や「図や式、言葉を使って友だちに自分の考えを伝えて

いますか」の算数アンケートの項目で、ほとんどの児童が肯定的な回答であったように、1学期から相手と

自分の考えを比べて考える活動にも前向きに取り組んできた。また、それを言葉や図・式で表し、それらを

使って友だちと交流することを行ってきた。 

 指導にあたっては、表や式を用いて、伴って変わる２つの数量の変化の様子を表したり、変化の特徴を読み

取ったりし、その関係に着目し、変化や対応の特徴を考察する力を伸ばすことをねらいとしている。単元を通

して、表や式に表しながら考察していくが、表や式で一般化することの良さも言語化させるようにする。研究

テーマ「自分の考えを持ち、伝え合う中で、自分の考えを広げ、深める授業の研究」にせまるため、そして今

後さらに学習を発展させ、深い学びにしていくために、本単元ではペアやグループでの交流も多く取り入れな

がら考察させることで、一般化する良さに気づかせたい。 

 

５.単元の指導計画（全４時間） 

次 時 主な学習活動 

 

１ 

１ 和が一定の伴って変わる２つの数量の関係に着目し、関係の特徴について考える。 

２ 差が一定の伴って変わる２つの数量の関係に着目し、関係の特徴について考える。 

３ 商が一定の伴って変わる２つの数量の関係に着目し、関係の特徴について考える。 

２ １ 数学的な見方・考え方のふり返りをする。  （本時） 
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６.本時の学習について（４／４時間目） 

（１）目標 

  既習事項や日常の事象から、伴って変わる２つの数量を見いだし、式に表すことができる。 

（２）展開 

（３）本時における具体的な児童の状況 

 

主な学習内容・活動 研究主題にせまるための手立て 評価規準・評価方法 

１．日常生活から、伴って変わ

る２つの数量を見いだす。  

【反応例】 

① 自分の年齢と兄弟の年齢 

② １０円のお菓子の数と代金 

 

 

 

２．選んだ事象について、表と

式にまとめる。 

① 

 
② 

 

３．全体で交流する。 

４．まとめをする。 

 

 

 

５．振り返りをする。 

○日常生活でよくある事象について考えて

いくことを伝え、関心をもたせるように

する。 

 

 

 

 

 

○「個人⇒班」の順で活動し、互いの意見

を比べるよう伝える。 

○自分の考えを伝えるための型を示す。 

（事象【伴って変わる２量】⇒表⇒式） 

 

○日常生活のどのような場面で役立つのか

を、クラス全体に考えるよう促す。 

 

 

○４つの場合（和が一定、差が一定、商が

一定、積が一定）があることに気付くよ

うに促し、日常生活に活かせるというこ

とをおさえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・伴って変わる２つの数

量の関係を、表を用い

て調べ、その関係を式

に表すことができる。 

【知・技】（ノート分析） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・式に簡潔に表すことや、

表で調べることの良さ

を振り返り、今後の生活

や学習に活用しようと

している。【態度】 

（ノート分析） 

十分満足できる状況（A） おおむね満足できる状況（B） 支援を要する状況（C）への手立て 

・複数の事象について、表や簡潔

な式に表し、その良さを振り返

り、本単元の学習を、今後の生

活や学習に活用しようとしてい

る。 

・日常の事象を表や簡潔な式に

表し、その良さを振り返り、

本単元の学習を、今後の生活

や学習に活用しようとして

いる。 

・日常生活のどのような場面で役

立つかや、その良さを具体的に

示す。 

め 生活の中から、伴って変わる２つの数量の関係を見つけ調べよう 
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算数科学習指導案 

柏原市立柏原東小学校 

指導者 川口 剛嗣 

 

１.学年・組  第４学年２組（２４名） 

 

２.単元名   変わり方に注目して調べよう （東京書籍） 

 

３.単元目標 

 ・伴って変わる２つの数量の関係を、表を用いて調べ、その関係を式に表すことができる。（知識・技能） 

 ・伴って変わる２つの数量を見いだして、表や式を用いて変化や対応の特徴を考察することができる。 

（思考・判断・表現） 

 ・式に簡潔に表し、表で調べることの良さを振り返り、今後の生活や学習に活用しようとしている。 

（学びに向かう力・人間性等） 

 

４.研究主題における本時の指導にあたって 

 本学級の児童は、「言葉・図・式を使って、自分の考えを書こうとしていますか」や「友だちの意見を聞い

て分かること・気づくことがありますか」の算数アンケートの項目で、90％以上の児童が肯定的な回答であ

った。このことから、相手に自分の考えを伝えることや、自分の考えを相手の考えと比べることなど、1学

期から取り組んできた、相手を意識したグループ活動に自信を持って取り組むことができていることが分か

る。 

 本単元は、表や式を用いて、伴って変わる２つの数量の変化の様子を表したり、変化の特徴を読み取ったり

することができるようにし、伴って変わる２つの数量を見いだしてそれらの関係に着目し、表や式を用いて変

化や対応の特徴を考察する力をのばすこと。また、２つの数量の変化について考察した過程を振り返り、その

良さに気付き、今後の生活や学習に活用しようとする態度を養うことをねらいとしている。 

本単元の指導にあたっては、伴って変わる２つの数量の関係を表に表し、それを考察する活動を行う。表に

は、情報を分類・整理して分かりやすくするというよさがある。表にまとめたものを考察することで、規則性

を見出し、立式につなげていく。そこで、表を完成させる際には、本校研究テーマ「自分の考えを持ち、伝え

合う中で、自分の考えを広げ、深める授業の研究」に照らして、グループ活動を通し、規則性を見出すととも

に、表にまとめることの良さに気付かせたいと考えている。本時では、「正方形が 20段のときの、周りの長さ

を求めましょう。」という課題を提示し、伴って変わる２つの数量の関係（商が一定となる場合）について考

察していく。前時までの学習経験を生かして２つの数量を表にまとめ、そこから変化や対応の特徴を見出し、

言葉や記号、式を用いて説明する活動へと展開していく。 

 

５.単元の指導計画（全４時間） 

次 時 主な学習活動 

 

１ 

１ 和が一定の伴って変わる２つの数量の関係に着目し、関係の特徴について考える。 

２ 差が一定の伴って変わる２つの数量の関係に着目し、関係の特徴について考える。 

３ 商が一定の伴って変わる２つの数量の関係に着目し、関係の特徴について考える。（本時） 

２ １ 数学的な見方・考え方のふり返りをする。                     
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６.本時の学習について（３／４時間目） 

（１）目標  

伴って変わる２つの数量の関係（商が一定）について、表を用いてその関係をとらえ、□や〇を使っ 

た式に表すことができる。 

（２）展開 

（３）本時における具体的な児童の状況   

 

主な学習内容・活動 研究主題にせまるための手立て 評価規準・評価方法 

１.問題文を読む。 

 

 

２.問題の場面を表に表す。 

 

だ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ま ４ ８ 12 16   

 

３.２０段の時のまわりの長さ

を考える。 

４.ペア/班で交流する。 

式２０×４＝８０ Ａ,８０ｃｍ 

 

５.ペア/班で交流し、言葉の式

や、□と○を使った式に表

す。 

□×４＝○ 

 

６.練習問題をする。 

・段数が 10段の時。 

・周りの長さが 100ｃｍの時。 

 

〇伴って変わる２つの数を見つけるよう促

す。  

 

 

 

 

 

〇表を配る。 

〇１・２、３・４段目を書くよう伝える。 

 

 

 

〇隠していた問題文を見せ、２０段の時の

求め方を考えるよう伝える。 

〇表をたてや横に見ると、きまりがあるこ

とを確認する。 

 

〇立式するよう促す。 

 

 

 

 

〇□や○を使った式をもとに立式するよう

伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表を用いて、２つの数

量関係をとらえ、□や

○を使って式に表して

いる。 

【思考・判断・表現】

（観察・ノート） 

 

 

十分満足できる状況（A） おおむね満足できる状況（B） 支援を要する状況（C）への手立て 

・表を用いてその関係をとらえ、

□や〇を使った式に表し、図や

表と式のつながりを説明でき

る。 

・表を用いてその関係をとら

え、□や〇を使った式に表し

ている。 

・表をたてや横に見ると、きまり

があることに気付かせ、立式す

るよう促す。 

○めまわりの長さのもとめ方を考えよう。 

表をかいて、式に表すと、問題が解決しやすい。 
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算数科学習指導案 

柏原市立柏原東小学校  

指導者 野田 俊弘  

 

１.学年・組     第５学年１組（２９名） 

２.単元名   「比べ方を考えよう（１）」（東京書籍） 

３.単元目標 

 ・異種の２量の割合としてとらえられる数量について、速さなどの単位量あたりの大きさの意味及び表し 

方について理解し、速さや単位量あたりの大きさを求めたり、比べたりすることができる。 

（知識・技能） 

・異種の２量の割合としてとらえられる数量の関係に着目し、目的に応じて大きさを比べたり、表現した 

りする方法を図や式などを用いて考え表現している。（思考・判断・表現） 

 ・速さや単位量あたりの大きさの意味及び表し方を、図や式などを用いて考えた過程や結果を振り返り、 

多面的にとらえ検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気づき学習したことを 

今後の生活や学習に活用しようとしたりしている。（学びに向かう力、人間性等） 

４.研究主題における本時の指導にあたって 

  本校の算数科における研究テーマ「自分の考えを伝え合い、自分の考えを自ら深める授業の研究」に照

らして本単元では異種２量の割合としてとらえられる数量について単位量あたりの大きさの意味および表

し方を理解し、図や式を用いて説明する活動をおこない、理解が深まるようにしたい。 

  本時では「速さ」に取り組む。まず、「速い」とはどういうことかを理解する。次に、「時間」も「距

離」も違う時の速さの比べ方を考える。そして、「時間」「距離」のどちらかをそろえて考えれば答えが出

せることがわかり、みんなに説明することができるようにしたいと考える。 

本学級の児童は、まじめで前向きにがんばって取り組む児童が多い。一方で積極的に手を挙げて発表で

きる児童は少ないため、発表に向け個人―班―全体と自分の意見を言いやすい雰囲気づくりをしてきた。

本授業もその方法を取り入れる。 

５.単元の指導計画（全１０時間） 

次 時 主な学習活動 

１ 
１ うさぎ小屋の面積とうさぎの数に着目し、混み具合の比べ方を考える。 

２ 混み具合の比べ方をまとめ、「単位量あたりの大きさ」の意味を理解する。 

２ 
３ 「人口密度」の意味とその求め方を理解する。 

４ 単位量あたりの大きさを用いて、問題を解決する。 

３ 

５ 
単位量あたりの大きさに着目し、速さの表し方を考える。 

混み具合と速さの比べ方を、単位量あたりの大きさとして統合的にとらえる。（本時） 

６ 速さを求める式を理解し、それを適用して速さを求める。 

７ 道のりを求める式を理解し、それを適用して、道のりを求める。 

８ 
速さと道のりから時間を求める方法を考える。 

速さ、道のり、時間の求め方を統合的にとらえる。 

４ 

９ 学習内容を生活の場面で活用する。 

１０ 
学習内容の習熟・定着。 

数学的な見方・考え方の振り返り。 
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６.本時の学習について（５／１０時間目） 

（１）目標 

速さは単位量あたりの大きさの考えを用いて表せることを図や式を用いて考え、説明することができる。 

（２）展開 

（３）本時における評価の判断基準 

主な学習内容・活動 研究主題にせまるための手立て 評価規準・（評価方法） 

１．「速い」ということについ

て知る。 

 

 

 

２．本時の問題を把握する。 

 

 

 

 

３．本時のめあてを知る 

 

４．自分の考えを書く。 

 

 

 

５．班で考え方を伝え合う。 

 

 

 

 

６．全体で考えを伝え合う。 

 

７．求め方をまとめる。 

 

８．本時の学習を振り返る。 

 

 

 

〇既習の内容を確かめ解決に導けるように 

促す。 

 

 

 時間（秒） きょり(m) 

弟 １６ ８０ 

えみ １８ １００ 

 

 

 

〇数直線や言葉、図や式を使って求め方を

書くように伝える。 

 

 

〇班全員が発言するように伝える。 

〇伝え合う時には自分で作った図や式など 

を使って相手にわかるように伝えるよう 

に促す。 

 

〇友だちの発表を聞いてよいところは自分 

のノートにメモするように伝える。 

 

 

〇話し合ったことを基に本時の学習内容を

まとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・速さの比べ方を時間と距

離の２量を基に、単位量

あたりの大きさの考え

を用いて考えようとし

ている。【態度】 

（ノート・発言・観察） 

・単位量あたりの大きさの

考え方を基に、速さの比

べ方を図や式を用いて

考え、説明している。

【思・判・表】 

（観察・発言・ノート） 

 

十分満足できる姿（A） おおむね満足できる姿（B） 支援を要する児童（C）への手立て 

・速さは単位量あたりの大きさ

の考えを用いて表せることを

図や式を用いて考え、分かり

やすく説明することができて

いる。 

・速さは単位量あたりの大き

さの考えを用いて表せるこ

とを図や式を用いて考え、

説明することができてい

る。 

・速さは単位量あたりの大きさの考え

を用いて表せることを図や式を用い

て考え、説明することができるよう

声かけをしたり、印刷した図を渡し

たりするなど支援する。 

アとイ、ウとエはそれぞれ

どちらが速いですか 

上の短きょり走で、えみさ

んと弟ではどちらが速い

でしょうか。 

○め時間もきょりもちがうときの、速さの比べ方を考えよう 
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算数科学習指導案 

柏原市立柏原東小学校 

   指 導 者  澤 近  須 美 子 

１.学年・組     第５学年２組（３０名） 

２.単元名   「比べ方を考えよう（１）」（東京書籍） 

３.単元目標 

・異種の２量の割合としてとらえられる数量について、速さなど単位量あたりの大きさの意味及び表し方

について理解し、速さや単位量あたりの大きさを求めたり、比べたりすることができる。           

（知識・技能） 

・異種の２量の割合としてとらえられる数量の関係に着目し、目的に応じて大きさを比べたり表現したり

する方法を図や式などを用いて考え表現している。（思考・判断・表現） 

・速さなど単位量あたりの大きさの意味及び表し方を、図や式などを用いて考えた過程や結果を振り返

り、多面的にとらえ検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気づき、学習した

ことを今後の生活や学習に活用しようとしたりしている。（学びに向かう力、人間性等） 

４.研究主題における本時の指導にあたって 

本単元では、異種の２つの数量の割合としてとらえられる数量があることを学習し、その比べ方や表し方

を理解する。２つの数量の間に比例関係があることを前提として、単位量あたりの大きさの考え方を理解

し、それらを用いる力を育てる。さらに、単位量あたりの大きさの考え方が用いられている事例を取り上

げ、今後の学習や生活に自ら活用しようとする態度を養っていきたい。 

指導にあたっては、社会科の学習で作物の収穫量を１ａあたりの収穫量で比べたり、人口密度を１㎢当た

りの人口として表したりしていること等と関連付けて、単位量あたりの大きさで比較することの良さに気づ

かせたい。研究テーマ「自分の考えを持ち、伝え合う中で、自分の考えを広げ、深める授業の研究」にせま

るため、また、今後さらに学習を発展させ、深い学びにしていくために、本単元ではペアや班での交流も取

り入れた課題解決活動をすすめていく。そして、身の周りの事象を数理的にとらえ、論理的に考察しようと

する態度を育てていきたい。 

５.単元の指導計画（全１０時間） 

次 時 主な学習活動 

１ 
１ うさぎ小屋の面積とうさぎの数に着目し、混み具合の比べ方を考える。 

２ 混み具合の比べ方をまとめ、「単位量あたりの大きさ」の意味を理解する。 

２ 
３ 「人口密度」の意味とその求め方を理解する。 

４ 単位量あたりの大きさを用いて、問題を解決する。 （本時） 

３ 

５ 
単位量あたりの大きさに着目し、速さの表し方を考える。 

混み具合と速さの比べ方を、単位量あたりの大きさとして統合的にとらえる。 

６ 速さを求める式を理解し、それを適用して速さを求める。 

７ 道のりを求める式を理解し、それを適用して、道のりを求める。 

８ 
速さと道のりから時間を求める方法を考える。 

速さ、道のり、時間の求め方を統合的にとらえる。 

４ 

９ 学習内容を生活の場面で活用する。 

１０ 
学習内容の習熟・定着。 

数学的な見方・考え方の振り返り。 
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６.本時の学習について（４／１０時間目） 

（１）目標 

・２つの数量の関係に着目し、２量のどちらかにそろえて、答えを求めることができる。           

・２量のどちらかがそろっていれば、もう一方の量で比べられることを理解し、根拠をもって説明できる。 

（２）展開 

（３）本時における評価の判断基準 

 

 

主な学習内容・活動 研究主題にせまるための手立て 評価規準・（評価方法） 

１．レンタカーについて話す。  

「Aと Bどちらの自動車がお得で

すか？」 

２．問題を提示する。 

 

 

 

 

３．比べ方の見通しを立てる。 

・考えをノートに書き出す。 

①ガソリン量をそろえる。 

②走る道のりをそろえる。 

 

 

 

 

４．ペア→自力解決をする。 

 

 

 

５．全体で交流、確認する。 

 

６．班で考える。 

 

 

 

７.まとめる。 

 

８. 振り返りを書く。 

○本時の学習への関心を高める。 

・生活経験と学習内容を結び付け興味を

引き出す。 

 

 

 

○課題意識を持てるよう声をかける。 

「どうすれば比べられるかな？」 

・ガソリン量と走る道のりが違うから

このままでは比べられない。 

・そろえて比べたらいい 

 

 

○単位量あたりで調べるとよいことに気

づけるよう促す。 

〇考えを図や式に書き込むよう促す。 

「１L あたり」「１㎞あたり」 

「他に比べ方は、ないかな？」 

○班全員が発言するよう促す。 

○基準量を何にするかで立式が変わるこ

とを確認する。 

○根拠もって答えを説明するよう促す。 

○単位量あたりの大きさを用いて比べる

ことの意味と良さに気づくよう促す。 

・問題に関心を持ち問題に向き合っ

ている。【態度】（発言・態度） 

 

 

 

 

・既習（混み具合やとれ具合）の学

習を想起し積極的に考えている。

【思・判・表】（ノート記述） 

 

・友達が考えた過程を読み取り、式

にしたり説明したりしている。 

【態度】（観察・ノート記述） 

・対話的に問題解決に取り組む。 

【態度】（観察・ノート記述） 

 

 

 

単位量あたりの大きさで比べられる

良さに気づき、今後の学習に生かそ

うとしている。 

【態度】（ノート記述・態度） 

十分満足できる姿（A） おおむね満足できる状況（B） 支援を要する状況（C）への手立て 

・単位量あたりの大きさを用いて、

２つの数量を比べることができ

る。 

・図や式を使って、根拠をもって答

えを説明することができる。 

・単位量あたりの大きさを用いて、２

つの数量を比べることができる。 

 

・何を基準にするかによって立式が変

わることを確認する。 

○め比べ方を考えて、図や式で説明しよう 

問 ガソリン４５L で６３０㎞走れるレンタカーA と、ガソリン３０L で４８０㎞走れるレンタカーB があり

ます。どちらのレンタカーがお得ですか？ 
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算数科学習指導案 

柏原市立柏原東小学校 

                                   指導者 森元 麻里 

 

１.学年・組     第６学年１組（２２名） 

２.単元名   「順序よく整理して調べよう」（東京書籍） 

３.単元目標 

・起こりうる場合を順序よく整理するための図や表などの用い方を知り、調べることができる。   

（知識・技能） 

・事象の特徴に着目し、順序良く整理する観点を決めて、落ちや重なりなく調べる方法を考察することが

できる。（思考・判断・表現） 

・並べ方や組み合わせ方について、図や表などを用いて工夫をしながら、多面的にとらえ、より良いもの

を求めて粘り強く考えたり、数学の良さに気づき学習したことを生活や学習に活用したりしようとして

いる。（学びに向かう力、人間性等） 

 

４.研究主題における本時の指導にあたって 

 本単元は、場当たり的に列挙するのではなく、図や表などを用いて落ちや重なりがないように工夫して調

べることをねらいとしている。事象の特徴に着目し、観点を定めて考えたり、名称を記号化したりすること

で、図や表を見やすく整理し、起こりうる場合を筋道立てて考える力を養いたい。 

本学級の児童は、自分の考えを書き、ペアで伝え合う活動を積み重ねてきた。また言葉から図や式、式か

ら言葉へのつながりを考える機会を多く持つように心がけた。しかし、全員の前で説明するには敷居が高い

と思う子も多い。あまり緊張せず、落ち着いて行える解説動画づくりも並行して行ってきた。動画を見直す

ことで算数用語を適切に用いることや指し示し方も少しずつ意識している。 

本校の算数科における研究テーマ「自分の考えを持ち、伝え合う中で、自分の考えを広げ、深める授業の

研究」にあるように、友だちに伝え、友だちから返してもらった言葉や説明からさらに、並べ方や組み合わ

せにおける図の有効性や、特徴をつかみ、問題を解くことの楽しさを感じるとともに、問題の奥深さやおも

しろさを味わってほしい。 

 

５.単元の指導計画（全６時間） 

次 時 主な学習内容 

１ 

１ 並べ方について、落ちや重なりのないように図や表などを用いて調べる方法を考える。 

２ 並べ方について、表や樹形図などを用いて調べる方法の理解を深める。 

２ 

３ 組み合わせについて、落ちや重なりのないように調べる方法を考え、図や表などを用いて調べる

方法を考える。 

４ 組み合わせについて、表や樹形図などを用いて調べる方法の理解を深める。(本時) 

３ ５ 日常生活の場面に沿った活用問題を解く。 

６ おすすめの解説動画を作る。 
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６.本時の学習について（４／６時間目） 

（１）目標 

  ・組み合わせについて、表や樹形図などを用いて落ちや重なりがないように調べる方法を考えることが

できる。 

  ・友だちの解き方と比べる中で、表や図を用いたよさに気づくことができる。 

（２）展開 

（３）本時における評価の判断基準 

主な学習内容・活動 研究主題にせまるための手立て 評価規準・（評価方法） 

1．問題文を読み、場面を確認

する。 

 

 

 

 

 

２．問題を解き、考えを交流す

る。 

 

 

 

 

 

 

３．適応問題を解く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．ふり返りを書く。 

 

 

 

 

○「4つの中から 3つ選ぶ」ということは

「4つの中から 1つ選ばない」という考        

え方につながるようにする。 

 

 

○自分の図や表と比べながら、友だちの工

夫点に気づくように促す。 

 

 

 

 

○「５つの中から３つを選ぶ」ということ

は「５つの中から２つ選ばない」という

考え方もできることにつながるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・組み合わせについて、表

や樹形図などを用いて

落ちや重なりがないよ

うに調べている。【知・

技】（ノート記述・観察・

発表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・組み合わせについて、表

や樹形図などを用いて

落ちや重なりがないよ

うに調べている。【知・

技】（ノート記述・観察・

発表） 

・表や図のよさについて気

づいている。【思・判・表】 

（ノート記述・発表） 

十分満足できる姿（A） おおむね満足できる姿（B） 支援を要する児童（C）への手立て 

・表や図を用いて落ちや重なり

がないように調べる方法を考

え、よりよい方法や、仕組み

について気づいている。 

・表や図を用いて落ちや重

なりがないように調べる

方法を考えている。 

・今まで学んだ図や表のワークシート

を用意する。 

○め 落ちや重なりがないように調べる方法を考えよう。 

○問カレーせんべい、グミ、ラムネ、ドーナツの 4 つのおかしの中から、ちがう種類の 3 つを選び

ます。どんな選び方がありますか。何通りの選び方ができますか。 

 

○問  バニラ、チョコレート、ストロベリー、オレンジ、グレープの５つの中から、ちがう種類の３つ

を選んで買います。どんな組み合わせがありますか。また、全部で何通りありますか。 
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算数科学習指導案 

柏原市立柏原東小学校 

指導者 増岡 博樹 

 

１.学年・組     第６学年２組（２３名） 

２.単元名   「順序よく整理して調べよう」（東京書籍） 

３.単元目標 

・起こりうる場合を順序よく整理するための図や表などの用い方を知り、調べることができる。 

（知識・技能） 

・事象の特徴に着目し、順序良く整理する観点を決めて、落ちや重なりなく調べる方法を考察することが

できる。（思考・判断・表現） 

・並べ方や組み合わせ方について、図や表などを用いて工夫をしながら、多面的にとらえ、より良いもの

を求めて粘り強く考えたり、数学の良さに気づき学習したことを生活や学習に活用したりしようとして

いる。（学びに向かう力、人間性等） 

 

４.研究主題における本時の指導にあたって 

 本単元は、場当たり的に思いつくままに列挙するのではなく、図や表などを用いて落ちや重なりがないよ

うに工夫して調べることをねらいとしている。事象の特徴に着目し、観点を定めて考えたり、名称を記号化

したりすることで、見やすく整理し、起こりうる場合を筋道立てて考える力を養いたい。 

本学級の児童は、算数科において問題から考えられる図と式の関係をノートに書き、自分の考えをまとめ

ることに力を入れてきた。そのため、自分の考えを図や式に表すことができる児童が多く、自分の考えをも

ってペア学習や全体発表をすることができている。しかし、分かりやすく伝えるために説明する文章を書く

ことや他の人に分かりやすく伝えるなど、目的や相手意識をもつことができていない児童が多い。そのた

め、全体発表する児童は限られた児童になることが多く、自信をもって発表する児童も少ない。 

そこで、本校の算数科における研究テーマ「自分の考えを伝え合い、自分の考えを自ら深める授業の研

究」をもとに、児童一人ひとりが目的や相手意識をもって自分の考えを伝えられるようにしていきたい。そ

して、全員が自分の考えをもって授業に参加し、これからの生活で活かしたいと思うようにしていきたい。 

 

５.単元の指導計画（全６時間） 

次 時 主な学習内容 

１ 

１ 並べ方について、落ちや重なりのないように図や表などを用いて調べる方法を考える。 

２ 並べ方について、表や樹形図などを用いて調べる方法の理解を深める。 

２ 

３ 組み合わせについて、落ちや重なりのないように調べる方法を考え、図や表などを用いて調べる

方法を考える。 

４ 組み合わせについて、表や樹形図などを用いて調べる方法の理解を深める。 

３ ５ 日常生活の場面に沿った活用問題を解く。（本時） 

６ おすすめの解説動画を作る。 
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６.本時の学習について（５／６時間目） 

（１）目標 

並べ方について図や表などを用いて工夫しながら考え、相手意識をもって考えをまとめることができる。 

（２）展開 

（３）本時における評価の判断基準 

 

主な学習内容・活動 研究主題にせまるための手立て 評価規準・（評価方法） 

１．問題を読み場面や条件、目的などを確

認する。 

 

 

 

 

 

 

 

２．全部の通りを考える。 

・自分のノートに図や表などを用いて、考

えをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

３．グループで考えをまとめ、発表する。 

・おすすめする人やおすすめ度を考える。 

・全体で発表する。 

 

 

４．ふり返りをする。 

・工夫したことや学んだことの良さなどを

書く。 

○修学旅行のことを思い出させ

ながら、丁寧に説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

○図や表、式、数などの説明を

言葉や文で表現するように伝

える。 

○ルートを１つ決める際に、時

間帯や混み具合なども意識す

るように声をかける。 

 

 

 

○相手意識を忘れないように机

間指導する。 

○グループのちがいを比較し、

気づいたことを発表するよう

に伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・並べ方を図や表などを

用いて、工夫して考え

ることができている。

【思・判・表】 

（ワークシート） 

 

 

 

 

・相手意識をもって考え

をまとめることができ

ている。 

【思・判・表】（発表） 

 

十分満足できる姿（A） おおむね満足できる姿（B） 支援を要する児童（C）への手立て 

・並べ方について図や表などを用

いて工夫しながら考え、図や表、

式、数などの意味を分かりやすく

説明し、相手意識をもって考えを

まとめている。 

・並べ方について図や表など

を用いて工夫しながら考

え、相手意識をもって考え

をまとめている。 

・図や表を一緒に考える。 

・ルートを１つ決めさせてから、

理由を考えるよう促す。 

○め来年の 6 年生へ、「パルケエスパーニャ」のおすすめルートを考えよう。 

○問今年の 6 年生がおすすめするアトラクション BEST４を必ず回るルートは、全部で何通りあるで

しょうか。また、全部のルートから１つ選びおすすめ度を考えて、来年の６年生におすすめしよう。 

 


